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いいね・チャンネル登録してニャン

新しい議会がスタートしました

　

令
和
５
年
５
月
の
臨
時
市
議
会
に

お
い
て
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

５
月
８
日
よ
り
第
5
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
３
年
余
り
続
い
た
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
も
コ
ロ
ナ
禍
前
に
も
ど
り
つ

つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
半
田
市
立
半
田

病
院
と
常
滑
市
民
病
院
の
令
和
７
年

度
統
合
に
向
け
、「
病
院
統
合
調
査
特

別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
独
立
行
政

法
人
等
の
調
査
研
究
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、「
議
会
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
市

民
に
わ
か
り
や
す
い
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
と
と

も
に
市
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

　
常
滑
市
議
会
議
長
　
盛
田
　
克
己

議長
盛田　克己

副議長
成田　勝之

監査委員
相羽　助宣

常滑市議会議員選挙後、初議会が 5 月 15 日に開催され、正副議長の
選出を始めとした議会の構成が決まりました。
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　委員会の所管事務は、防災・消防の充実、行財政
の運営、総合計画、市民協働、公共施設、公共交通、
生活環境などです。
　委員会としての重点項目は、昨年より運行されてい
るコミュニティバスを中心に公共交通の在り方、第
６次常滑市総合計画が SDGs の観点から着実に実施
されるよう調査・研究してまいります。またコロナ禍、
ウクライナ危機による物価高騰も財政に大きく影響
しています。市民生活への影響が少しでも軽減され
るよう注視してまいります。そして今、不当な差別
がされないよう、多様性が注目され、LGBTQ ＋へ
の理解が求められています。性的少数者への理解増
進なども調査・研究してまいります。

　委員会の所管事務は、商工業、農漁業、観光業、企
業立地、都市計画（市街地整備・住宅管理）道路及
び河川・海岸・漁港の整備、上・下水道事業、ボートレー
ス事業などです。
　新型コロナの感染症法上の分類が２類相当から５
類に引き下げられたことで、賑わいを取り戻してい
る中部国際空港や Aichi Sky Expo( 愛知県国際展示
場 )。訪れたいまちに向けた効果的なシティプロモー
ションや、空港島利用者を常滑駅周辺の飲食店と市
内観光施設への周遊など、後背地としてのさらなる
魅力アップに向けて、調査研究してまいります。
　公園整備・空き家対策・公共下水道接続率向上など、
安心・安全に過ごせるまちを後世に繋げられるよう、
調査研究してまいります。

　委員会の所管事務は、高齢者、子供、障がい者の福
祉、教育、文化、体育の振興、市民病院事業などです。
　令和５年度は、物価高騰により福祉や子育て、教
育への影響と課題、高齢社会など、課題の調査研究
に取り組んでまいります。
　市民病院事業については、病院経営や半田市立半
田病院との統合に向けた調査研究と意見交換を行い
ます。
　小中学校などの公共施設の老朽化、スポーツ振興
など広範囲に渡り課題があり、市民が何を求めてい
るか把握し、「ずっと住み続けたい常滑」の実現を目
指す活動に努めてまいります。

総務委員会

経済建設委員会

文教厚生委員会

委　員
中村　崇春

副委員長
西本　真樹

委　員
伊奈　利信

委　員
稲葉　民治

副委員長
森下　雅仁

副委員長
齋田　資

委　員
加藤　久豊

委員長
加藤代史子

委　員
井上　恭子

委　員
岩﨑　忍

委員長
坂本　直幸

委員長
大川　秀徳

委　員
伊藤　史郎

委　員
宇佐美美穂

委　員
肥田　裕士

委　員
成田　勝之

委　員
盛田　克己

委　員
相羽　助宣

令和 5 年度委員会方針
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常
滑
市
民
病
院
は
、
半
田
市
立
半
田
病
院
と
令
和
７
年
４
月
に

経
営
統
合
し
、
地
方
独
立
行
政
法
人
知
多
半
島
総
合
医
療
機
構
と

な
り
ま
す
。

　

統
合
ま
で
２
年
を
き
り
、
今
年
度
は
多
く
の
内
容
に
つ
い
て
決

定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
や
将
来
発
生
す
る

で
あ
ろ
う
諸
課
題
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
や
提
言
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
の
課
題
と
し
て
、
経
営
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
経
営

状
況
や
方
針
、
ま
た
、
収
益
の
柱
と
な
る
婦
人
科
ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
や
調
査
を
行
い
、
周
知
も
併
せ

て
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
医
師
確
保
に
つ
い
て
も
大
切

な
課
題
と
し
て
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

将
来
の
課
題
と
し
て
、
半
田
市
議
会
と
連
携
し
て
統
合
後
の
独

立
行
政
法
人
と
の
意
見
交
換
会
の
設
置
な
ど
を
調
査
し
協
議
し
ま

す
。
ま
た
、
看
護
師
育
成
の
役
割
を
持
つ
半
田
常
滑
看
護
専
門
学

校
の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
を
行
い
、
医
療
体
制
の

強
化
や
充
実
に
寄
与
で
き
る
よ
う
協
議
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
統
合
に
向
け
た
決

定
が
続
く
と
考
え
ま
す
。
従
っ

て
、
市
議
会
と
し
て
の
役
割
も

重
要
で
あ
り
、
統
合
に
向
け
調

査
研
究
し
、
現
在
と
将
来
の
地

域
医
療
向
上
の
た
め
、
市
民
病

院
と
積
極
的
に
意
見
交
換
や
提

言
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
４
年
前
と
比
べ
投
票
率
が
下
が
っ

て
お
り
、
特
に
若
い
方
の
投
票
率
の
低
さ
が
目
立
ち
ま
し
た
。
政
治

は
生
活
す
べ
て
で
あ
り
、
学
校
、
体
育
館
、
公
民
館
、
水
道
、
道
路

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
政
治
で
、
本
来
と
て
も
身
近
な
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
常
滑
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
議
会
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
「
変
わ
る
！
議
会
」
に
向
け
て
、
二
つ
の
改
革

目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

1　

市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

① 

議
会
の
活
動
を
市
民
の
目
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
。

② 

多
く
の
市
民
に
議
会
を
知
っ
て
も
ら
う
。

③ 

議
会
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
。

④ 

議
会
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
。

⑤ 

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
人
材
を
発
掘
・
育
成
す
る
。

【
実
施
内
容
】

★　

議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

★　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

★　

基
礎
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
議
会
の
在
り
方
の
検
討

2　

多
く
の
市
民
に
議
会
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
基
盤
づ

く
り
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

【
実
施
内
容
】

★　

Y
o
u
T
u
b
e
に
よ
る
議

会
ニ
ュ
ー
ス
の
配
信

★　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
―
ル
や
公

民
館
祭
を
活
用
し
た
議
会
カ
フ
ェ

開
設

★　

選
挙
管
理
委
員
会
と
恊
働
し

た
主
権
者
教
育
の
実
施

以
上
の
議
会
改
革
を
遂
行
す
る
に

あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
の
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

病
院
統
合
調
査
特
別
委
員
会

議
会
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会

文
章
に
つ
い
て

　

委
員
会
方
針
は
各
委
員
長
の
文
責
で
す
。

予
算
委
員
会（
16
人
）

委 

員 

長　
　
伊
藤　

史
郎

副
委
員
長　
　

宇
佐
美
美
穂

　

委
　
員　
　

正
副
議
長
を

　
　
　
　
　
　

除
く
14
名

委 

員 

長　
中
村　

崇
春

副
委
員
長　
岩
﨑　
　

忍

　

委
　
員　
肥
田　

裕
士

　

委
　
員　
加
藤
代
史
子

　

委
　
員　
宇
佐
美
美
穂

　

委
　
員　
坂
本　

直
幸

　

委
　
員　
相
羽　

助
宣

　

委
　
員　
伊
藤　

史
郎

委 

員 

長　
加
藤　

久
豊

副
委
員
長　
井
上　

恭
子

　

委
　
員　
西
本　

真
樹

　

委
　
員　
大
川　

秀
徳

　

委
　
員　
伊
奈　

利
信

　

委
　
員　
森
下　

雅
仁

　

委
　
員　
齋
田　
　

資

　

委
　
員　
稲
葉　

民
治

議
会
運
営
委
員
会（
8
人
）

委 

員 

長　
　
稲
葉　

民
治

副
委
員
長　
　

伊
奈　

利
信

　

委
　
員　
　

西
本　

真
樹

　
委
　
員　
　

加
藤
代
史
子

　
委
　
員　
　

井
上　

恭
子

　
委
　
員　
　

齋
田　
　

資

　
委
　
員　
　

坂
本　

直
幸

　
委
　
員　
　

伊
藤　

史
郎

令和 5 年度委員会方針



− 4− とこなめ市議会だより 7 月号（2023）

会　派　名 緑 維 共 公 あ 新風 繋 常翔会
岩
﨑
　
忍

肥
田
裕
士

西
本
真
樹

加
藤
代
史
子

成
田
勝
之

宇
佐
美
美
穂

井
上
恭
子

大
川
秀
徳

中
村
崇
春

伊
奈
利
信

森
下
雅
仁

齋
田 
　
資

坂
本
直
幸

稲
葉
民
治

相
羽
助
宣

伊
藤
史
郎

加
藤
久
豊

盛
田
克
己

議案第25号 令和５年度常滑市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

同意案第1号 常滑市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除
斥○ ○ ー

○：賛成　×：反対　議長は採決に加わりません。
会派名の緑は新緑会、維は日本維新の会議員団、共は日本共産党議員団、公は公明党議員団、あは新政あいちとこなめ、新風は新風クラブの略

※①４～６月 ２人、７月～ ３人 ※②４～６月 ２人、７月～ １人

議案名

議員名

令和5年　第2回市議会臨時会審議結果 （5月15日開催）

審議結果については、いずれも原案どおり可決、同意されました。

無料アプリ「マチイロ」を使って、「市議会だより」を
スマートフォンやタブレット端末に配信しています。

編
集
後
記

　

市
議
会
議
員
選
挙
後
、
新

し
い
顔
ぶ
れ
も
そ
ろ
い
、
広

報
広
聴
委
員
会
も
新
メ
ン

バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
市
議

会
の
情
報
発
信
の
方
法
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
要
望
等
に
迅
速
に
対

応
し
、
議
会
の
姿
が
み
え
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会

　

委 

員 

長　
西
本　

真
樹

　

副
委
員
長　
肥
田　

裕
士

　
　

委
　
員　
岩
﨑　
　

忍

　
　

委
　
員　
加
藤
代
史
子

　
　

委
　
員　
中
村　

崇
春

　
　

委
　
員　
齋
田　
　

資

　
　

委
　
員　
坂
本　

直
幸

令和４年度 政務活動費収支一覧表（令和４年４月～令和５年３月）

令和4年度　政務活動費の交付額をお知らせします
政務活動費とは、議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として、会派に交付され
る経費のことです。交付額は月額 9,000 円に会派の人数を乗じた金額ですが、交付金残金は年度末に精算
を行います。

会派名 会派
人数 交付額

支出額 支出額
合計 返還額

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 資料作成費 資料購入費
常 翔 会 ９人 972,000 0 0 662,840 0 8,580 0 671,420 300,580

新 政 会 ３人※① 297,000 155,640 0 0 0 0 0 155,640 141,360

新政あいちとこなめ １人 108,000 0 0 0 0 100 0 100 107,900

新 風 ク ラ ブ １人※② 135,000 0 98,280 36,370 0 350 0 135,000 0

公 明 党 議 員 団 １人 108,000 0 0 12,080 0 0 0 12,080 95,920

日本共産党議員団 １人 108,000 0 0 0 0 3,400 9,600 13,000 95,000

新 香 会 １人 108,000 0 0 0 0 0 0 0 108,000

合　計 17 人 1,836,000 155,640 98,280 711,290 0 12,430 9,600 987,240 848,760

単位：円

令和4年度　議長交際費の支出状況をお知らせします
議長交際費とは、議長が議会を代表して各種行事など対外的な活動をするために要する経費です。
予算額 200,000 円

会　費 弔　慰 見舞い その他 合　計
2 件 10,000 円 19 件 134,000 円 2 件 10,000 円 8 件 15,930 円 31 件 169,930 円


